












要約：児童虐待のハイリスク因子としての「望まぬ妊娠・出産」が、心理学的視点でどの

ように捉えることかできるか、また虐待予防としての支援の必要性について検討した。妊

娠否定・分娩否定'児否定の妊産褥婦を対象として、児に対する感情や自身の感情を測定

する感情評定尺度とロールシャッハ.テストを実施したところ、対人的関心や対児感情さ

らに自身の感情状態に問題が見出された。妊娠期や周産期とくに出産直後におけるカウン

セリングの重要性が指摘された。


